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地震鱚備え鷲∫
日本は世界でも有数の地震国であり、過去から現在まで多<の地震災害を経験してきました。政府

の地震調査委員会の報告によると、本市を含む千葉県で今後 30年以内に震度 6弱以上の揺れに見舞

われる確率は、約 60%といわれています。

このリーフレットは、地震に関する情報や市民の皆さんに備えていただきたい事項について簡単に

まとめました。

正しい知識を基に適切な行動をとる事が被害を最小限に抑える方法ですので、参考にして<ださい。

'.賄
策に関する基本知識

自助・共助・公助の連携

大規模な地震発生時には、本市でも建物の倒壊、崖崩れ、火災

等が同時に発生することが予想されます。このような状況下では、

消防や警察等行政の力だけでは対応することが難しいため、地域

の皆さんの力が必要となります。

平成7年に発生した阪神淡路大震災では、倒壊した建物なら救

出奎れた左の麹コ墜醒ム運動知盤1麗近所の度広墾蛙量凱Lこといわれ

ています。

地震の被害を最小限に抑えるためには、自助・共助・公助の連携した取り組みが必要です。

自動・・・自分の印は自分で守る。

共助・・・ 自分たちの地域は地i或のみんなで守る。

公肝 ・・公共機関等による応急・復旧活動

自主防災組織こ勝・・・隣近所同士で助け合うという精神のもと、自発的に組織された防災組織、

日頃から防災啓発活動や訓練を実施しています。自始の地域に自主防災組

織があるか確認しましょう。

2。 地震に備鵜

本市においては、海岸線がありませんので、津波被害 (参考 :千葉県津波浸水予想図)は想定され

ていません。このため、重点をおくべき対策としては、家屋の倒壊や家具等の転倒による圧死や負

傷です。

建物の耐震化…昭和 56年に建物に関する法律である「建築基準法」

が改正されました。56年以前の建物は、現在の建

物に比べて耐震性が劣つている場合があります。ま

ずは耐震診断をしましょう。 (市では耐震診断に対

する助成制度があります。)

家具の転倒賄止…阪神淡路大震災の死亡原因の約 80%が窒息・圧

死となっています。またマンションの高層階等は

地震の]:罷れが増幅されることもあります。まずは

寝室から転倒防止対策を始めましょう。
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3。 地震が起裁 ら

地震が発生した時の主な行動を示しています。あわてず、落ち着いて行動ができるよう覚えておき

ましょう。

時間経過

軍急地震速報
‐
地震発生・直後 ～数分後

ポイント
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シェイクアウト
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提供 効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

皆さんが

とるべき

行動

・ 机の下などの安全な場所 |こ

移動する。

・大きな声で近くの人に知ら

せる。

・ あわてて外に飛び出さな

い。その場で火を消せる場

合は人の始末、ただし無理

|こ 火を消そうとするのは危

険。

0シ ェイクアウトを行う(下記参照)

揺れが収まつたら

・火の始末

・靴をはきガラスの破片等から足を

保護

・ ドアや窓を開けて逃げ道の確保

0余震 |こ 注意

・同居者の安全を確認

0建物の安全を確認

・ガス漏れや漏電に注意

・ ラジオ等で情報収集

説 明

最大震度 5強以上の地震が

想定される場合、テレビ・ ラ

ジオ、携帯電話等から緊急地

震速報が発表される。

※震源に近い地域では、緊急

地震速報が揺れに間に合わな

いことがある。

●シェイクアウトこは

1.ド ロップ(ます低く)

姿勢を低く /

2カバー(頭を守り)

体 。頭を守る /

3.ホールト・ オン(動かない)

揺れが収まるまで動かない ./

・がけ崩れの危険が予想され

る地域は安全な場所|こ避難

する。

時間経過

～教時間後 ～3曰くらい

ポイント まう″するノィ飯所な大文大カソ 整ガをす|る ノ

説 明

。家屋の倒壊や火災等を発見したら、通報すると共に、隣近所で協

力して消火活動や救出活動を実施する。

・ 火災は地震直後に発生するとは限らない。特 |こ停電から復旧した

時は注意が必要。

・一人暮らしの高齢者等、要配慮者がいる世帯 |こ は声をかけ安否を

確認する。

・ 家屋の倒壊や火災等の危険があれば避難する。自宅で安全が確保

できる方は、自宅に留まる。

・ 家族の安否確認方法として災害時伝言ダイヤルを覚えておく。

・ 電気、水道、ガスがス トッ

プ

・ 災害発生から3日程度は、

被災地外からの応援は期待

できない。自宅 |こある水や

食料などでしのぐ。

・ 断水 |こ伴う トイレ対策、簡

易 トイレなどで しのぐ。

(※平時 |こ準備をしておく)



4.避難の心得

地震発生後は、建物の倒壊や火災から身を守るため、一時避難場所 (学校のグラウン |ヽや公園等スペース

のある場所で一時的に身の安全を確保します。火災が延焼拡大するおそれがある場合は、より広い広域避難

場所等なるべ<広い場所|こ避難します。自宅で安全が確保できる方は、自宅|こ戻り、被災されて自宅に戻れ

ない方は避難所 (学校の体育館等)に避難します。防災マップ等で事前に確認しておきましょう。

な駄 ´́壺 重隆 は、_鷹迦 C塵::鐘盤ZII園lでさ登 ヨ壼1は避雄亜に必こ こと181Klさ重迪 会上´̂

また、避難する際は、1事電回復後の通電火災や漏電による火災の発生を防ぐため電
・
気のブレーカーを切っ

てください。またガスも同様に元栓を開めます。

家が被災した場合
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-1時避難場所・ 00火災や家屋の倒壊から一時的に身の安全を確保する場所 (スペース)。

広域避難場所・・ 0火災が拡大した場合に、避難する場所 (スペース)。

避難所・・・・・ 0危険を回避するために一時的に保護する施設。また、災害等によって住宅を失った

市民を受け入れる施設。(学校の体育館や公民館等の建物)

5。 家庭勒 備えにつιlτ

大規模災害が発生すると道路が寸断されることなどにより、物資の輸送に支障がでます。また、首都直下地

震が発生した場合には、東京方面の被害が甚大なもの |こなると予想され、支援物資などが被害の大きい地域に

集中することが考えられます。

この場合、市が備蓄する物資には限りがあるため、各家庭で最低 3日分以上、出来れば 7日間分以上の水 0

食料などを備蓄し災害 |こ備えていただ<よ うお願いします。 (飲料水の目安は 1人 1日 3リ ットル)

備蓄に関しては、アルフア化米など防災用食料を用意することも一つの方法ですが、日常生活で使う食材を

多めに常備して使いながら、いざという時に備える□―リングストック法がおすすめです。

<参考 :主な非常持ち出し品> ローリング ストック法

(缶詰やレトルト食品)食料品 飲料水 貴重品

懐中電灯 携帯ラジオ 服用薬

予備電池 雨具や防寒着 衣 類

上履き・スリッパ 7< vlt 筆記用具

タオル 0洗面具 生理用品等 簡易毛布・座市団

火災が延焼拡大する

恐れがある場合
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広域避難場所やなるべ

く広い公園や広しヽスペ

ースのある場所ヘ

蜀

火災の発生や家屋の

倒壊等の危険

指定された避難場所や

公園や空き地等、スペ

ースのある場所ヘ

漑

自 宅

麗藍亜画
危険を回避するために一時的に保護す

る施設。また、災害等によつて住宅を

失つた市民を受け入れる施設。指定さ

れた学校 (体育館)や公民館等です。

※施設に被害がある場合は、避難所と

して使用できない場合もあります。

備える

買い足す 食べる
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6。 市の主な減災対策

●防災知識の普及・ 啓発

防災関係機関と連携した総合防災訓練や｀
ノ
自治会や自主防災組織を対象とし

た個別の防災訓練を行つています。また、啓発冊子などを作成・配布して防災

知識の普及や啓発を行つています。

●自主防災組織の結成促進

自主防災組織の結成及び活動費に対して補助を行い、共助の取り組みを推進しています。

●防災倉庫の整備

市内小 。中学校等に防災倉庫を整備(34か所)し、発電機、救助用資機材、仮設 トイレ、毛布や食料等を備蓄

しています。

●給水体制の整備

断水|こ備えて市内小・中学校等|こ災害用丼戸を整備(34か所)している他、イ固人で丼戸を所有する方に対し、

災害時協力丼戸への登録を推進しています。応急給水を受けるために必要なポリタンク・給水袋の用意や、

災害用丼戸等の設置場所を確認しておきましょう。(なお、災害用丼戸は、あくまで丼戸水であるため、水道

法による水質基準を満たしていない丼戸があります。)

●災害時協力協定の締結

災害時には、行政だけの対応にもおのずと限界があることから、防災上重要な企業、各種団体と災害時の協

力協定を締結し、災害に備えた体制づくりを進めています。

●避難行動要配慮者対策

高齢者、障害者等のうち、自ら避難することが困難な方で、円滑 |こ避難するため |こ 特 |こ 配慮を要する方

(以下「避難行動要配慮者」といいます。)の把握に努め、対象者の名簿を作成すると共に、自)台会等の協力

を得て、安否確認や避難行動の支援ができるよう、平常時から名簿を共有し支援体制の整備に努めています。

(各自治会・自主防災組織等の皆様には、ご協力をお願いします。)

7.情報をλ手するために1き

●情報収集手段を確認しましょう !

市からの災害情報は、防災行政用無線や広報車による放送のほか、携帯電話やパソコンによる、やちよ

情報メール、ツイッター等でも配信します。やちよ情報メールに登録しましょう。

●防災行政用無線・ 広報車による広報

●自動電話応答サービス ※通話料無料

0120-970-911(防 災行政用無線の放送内容が確認できます。)

●やちよ情報メール

防災情報等を登録していただいた携帯電話やパソコンのメールアドレスヘ電子メールで配信します。

<登録 1方法 >                                             
◆ 登録用二次元コード

・右記の登録用二次元コードを携帯電話のカメラ(バーコー ドリーダー)で読み取るか

「ヒと!量:壼溜LQl:血Ω[≦2二重]狙:垂韮na撻壼聖堅:Lm」 に空メールを送信してください。

※携帯電話で迷惑メール対策をされている方は、上記のメール及び ドメイン名

「@city.yachiyo.chiba.ip」 からのメールを受け取れるように設定して<ださい。

・案内メールが自動的に配信されますので、確認して登録してください。

●その他

ホームページ、ツイッター等にも情報を掲載し、緊急の場合は緊急速報メールでもお知らせします。

令和 5年 3月 ノヽ千代市 危機管理課 047-421-6716(直通)
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緊急事態(地震:Eatthquakes)輿静 地震 その時10のポイント
八千代市
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日本は世界でも有数の地震の多い国です。1995年 1月には兵庫県を中心
に大きな地震が発生し、大きな被害をもたらしました。また、東海地方など近
い将来大きな地震の発生が心配されている地域もあります。

大地震による被害を最小限にできるかどうかは、日ごろの十分な備えと地震

がおきたときに適切な行動がとれるかにかかつています。

地震が起きたときのために、日ごろの備えをしてお<ことと、地震の心得を

十分頭に入れておく必要があります。

●白政0驀見 (3o pre“
“
dわr an ea‖hqutte tt a‖ ‖me)

【大きく揺れた時の行動】

8.確かめ合おう

わが家の安全 隣の安否

わが家の安全を確認後、近隣
の安否を確認する。

地 震 時 及 び 直 後 の 行 動

1)水 と食べ物の備蓄を万全に

阪神淡路大震災でもそうでしたが、地震の後、すぐに困るのが水と

食べ物です。     _
最低3日 分を用意しておきます。水の必要量は1日 1人 3リ ット

ル。保存水、ミネラルウォーターなどを用意しておきます。また、初

期消火や水洗 トイレ用に浴槽に水をためておくと良いです。食べ物

は、缶詰、カンバン、ビスケットなど長期保存のき<ものを常備して

おきます。保存期間をチェックして時々入れ替えます。

"家
具の固定と落下物の対策

家具の転倒による圧死やケガの心配がありますので、家具を固定し

たり落下しそうな物を点検してください。また、ガラスが散乱したと

きのために、座市団やスリッパ、室内用の幅広粘着テープを用意して

おきます。

D懐中電灯、携帯ラジオの用意

避難と情報収集の必需品である懐中電灯と携帯ラジオを用意して
おきます。電池のチェックや予備の電池も用意します。

0危険な場所には近寄らない

ブロック塀や自動販売機など、地震時の危険箇所を心に留めてお

き、地震が発生したときには近寄つてはいけません。ビルの窓ガラス
にも注意します。

6.落下物

あわてて飛び出さない

瓦、窓ガラス、看板などが落

ちてくるので注意する。_
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9.協力し合って救出・救護

例壊家屋や転倒家具などの下敷

きになつた人を近隣で協力し、

救出・救護する。

7.正 しい情報 確かな行動

ラジオやテレビ、消防署、行

政などから正 しい情報を得

る。

熙隋

筈鰺
‐

10.避難の前に安全確認

電気・ガス

避難が必要な時には、ブレーカー

を切り、ガスの元栓を締めて避難

する。
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1グ ラッときたら身の安全

大きな揺れを感じたら、

まず身の安全を図り、揺

れがおさまるまで様子

をみる。
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2.あ わてた行動

けがのもと

屋内で転倒・落下した家

具類やガラスの破片な

どに注意する。

ィ
ノイ

3.窓や戸を開け

出口を■L`呆

小 さな揺れの とき又は

揺れがお さま喀 た とき

に、避難できるよう出日

を確保する。

.・機

屏

4..門 や塀には近寄らない

屋外で揺れを感 じたら、

プロック塀な どには近

寄らない。

5.すばやい消火 火の始末

火を消す 3度のチャンス

1.小 さな揺れを感じた時

2.大 きな揺れがおさまった時

3.出火した時

・一緬
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●避腱場所 (Eva側計lon SIね s)

現在、学校など40か所を避難場所に指定しています。このう
ち7か所は、広域的な延焼火災等に対応するための「広域避難
場所」です。

学校の前や街角で見かける「避難場所」の標識 (写真①)は、
その地域の避難場所の名前や方向を示しています。ふだん実際
に歩いてみて、道順と場所を確認しておきましょう。
避難場所には、夜でも分かるように「照明付避難場所標識柱」
(写真②)が設置してあります。太陽電池を利用して停電時も

点灯します。

①

八千代市
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【9晴1霞1時の■田臓遍l口F二鷲 l ◎は広域避難場所、Oには災害用井戸・防災倉庫を設置

備考
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避難場所 所在地 収容地域
大和田小学校 萱田町628 大和田、萱田町

大和田南小学校 大 和 田 628 大和田

大和田中学校 萱田町645 萱田、萱田町、ゆりのき台1・ 2T目
萱田中学校 ゆりのき台7-8-1 ゆりのき台5・ 7丁 目

大和田西小学校 大和田新田409-3 大和田新田

京成バラ園 大和田新田755 大和田新田、緑が丘

新木戸小学校 緑が丘2-4 大和田新田、緑が丘、吉橋
みどりが丘小学校 吉橋2357 大和田新田、緑が丘、吉橋
高津中学校・高津小学校―帯の地域 大和田新田、高津団地

萱田小学校 ゆりのき台6-20 ゆりのき台3・ 4・ 6・ 8丁 目、萱田
萱田南小学校 ゆりのき台3-7-3 ゆりのき台1・ 3丁 目、大和田新田 ○

南高津小学校 品津421-3 高津団地、高津 ○

西高津小学校 呂津832-38 高津団地、大和田新田 ○

東高津中学校 高津 1092 高津、高津東 ○

八千代中学校 八千代台北14-9-1 人千代台北 14～ 17丁 目、高津 ○

IBM八千代台グランド(旧野村証券グランド) 八千代台北 11丁 目 八千代台北4丁 目、8～ 13丁 目 ◎

八千代台第一公園 八千代台北3-9-1 八千代台北2、 3、 5、 8丁目

八千代台西小学校 八千代台西7-23-1 八千代台西6・ 7丁 目、八千代台北7丁 目 〇

八千代台西中学校 八千代台西7-23-3 八千代台西5～ 8丁 目、ヨ0丁 目 ○

八千代台西市民の森 八千代台西9丁目 八千代台西4、 9丁 目

八千代台南市民の森 八千代台南3丁 目 八千代台南1～ 3丁 目

八千代台東小学校 八千代台東2-5-1 八千代台東1～ 4丁 目 O
八千代台東第二小学校 八千代台東6-26-1 八千代台東3～ 6丁 目

八千代台西1～ 3丁 目、八千代台北 1、 6、 7丁 目

○

八千代台小学校 八千代台西1-8 ○

八千代総合運動公園 萱田町253 萱田町、村上、萱田 ◎

八千代高等学校 勝田台南1-1-1 勝田台12丁 目、勝田台南 1～ 3丁 目、勝日、村上の一部、下市場、下市場 1.2丁 目 ◎

勝田台小学校 勝田台2-14 勝田台 1、 2、 フ丁目 ○

勝田台中央公園 勝田台3-31 勝田台3、 4丁 目

勝田台中学校 勝田台3-1 勝田台3、 4丁 目、勝田 ◎ ○

勝田台南小学校 勝田台5-9 勝田台5、 6丁 目、勝田 ○

村上小学校 村上団地1街区 村上団地、村上 ○

村上中学校 村上¬643-55 村上、村上団地 ○

村上東中学校、 上東小学校、緑地公園、中央公園―帯の地域 村上国地、上高野 ◎ ○

村上北小学校 村上国地3街区 村上回地、村上 〇

阿蘇小学校 米本2586 米本、下高野 ○

米本南小学校 米本2301 米本国地、米本 ○

米本小学校 米本1386-6 米本団地、米本 ○

少年自然の家 保品1060-2 保品、神野、堀の内

睦小学校 桑納176 桑納、島日、桑橋、麦丸 ○

睦中学校 島田台756 島田台、吉橋、尾崎、桑橋 ○

秀明大学 大学町1-1-1 真木野、島田台、大学町、神久保、小池、佐山、平戸
習志野演習場 八千代台北9丁目地先 八千代台地区、高津、高津団地、大和田新田 ◎

膠蜀判琲晰鰤熙るけで鬱鰐7
日本は、いつ大きな地震が起きても不思議ではないといわれてい

ます。八千代市では毎年防災訓練を行っています。ぜひ一度訓練に
参加して、日頃から災害に関心を持ち、家族みんなで備えるように
しましょう。非常食などのおみやげがあります。
0と    き  8月 29日 (日 )9:30～ ■2:00
0と  こ ろ  総合運動公園
○問い合わせ  八千代市 総合防災課 EЮ47‐ 483‐ 1151
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